
JP 2010-101616 A 2010.5.6

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】自動発砲モードおよび半自動発砲モードの両方
を使用でき、自動発砲モードおよび半自動発砲モードの
両方においてクローズドボルト発砲モードまたはオープ
ンボルト発砲モードでの作動が可能である自動小火器を
提供する。
【解決手段】発砲モードを自動発砲モードから半自動発
砲モードに切り替える発砲モードセレクタ６を有する自
動小火器。小火器は、小火器をクローズドボルト発砲モ
ードまたはオープンボルト発砲モード、および自動発砲
モード並びに半自動発砲モードで作動させることができ
る選択制御子３７付きの発砲機構を備える。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動発砲モードから半自動発砲モードに切り替えるための発砲モードセレクタ（６）を
有する自動小火器であって、自動発砲モードであるか半自動発砲モードであるかに拘らず
、クローズドボルト発砲モードまたはオープンボルト発砲モードでの前記小火器（１）の
作動を可能にする選択制御子（３７）を含む発砲機構（１１）を備えた小火器（１）。
【請求項２】
　撃針（１０）を作動させて半自動発砲および自動発砲を可能にする撃発機構と、スライ
ド（７）と、前記スライド（７）を後退位置に保持できるスライドキャッチ（３６）と、
前記スライドキャッチ（３６）の作動機構と、選択制御子（３７）の位置に応じて前記小
火器をクローズドボルトモードまたはオープンボルトモードで可逆的的に作動させるため
に前記スライドキャッチ（３６）または前記スライドキャッチ（３６）の前記作動機構と
前記撃発機構とを同期させる同期機構（４３）とを備える、請求項１に記載の小火器。
【請求項３】
　銃身（４）の温度が所定の温度を超えたときは前記クローズドボルトからの発砲から前
記オープンボルトからの発砲への切り替えを制御し、前記銃身（４）の前記温度が所定の
温度未満になったときは逆に前記オープンボルトからの発砲から前記クローズドボルトか
らの発砲への切り替えを制御する熱アクチュエータ（１３）によって前記選択制御子（３
７）が作動される、請求項１または２に記載の小火器。
【請求項４】
　前記熱アクチュエータ（１３）は、前記銃身（４）に取り付けられた、相変化物質を有
するアクチュエータであり、前記アクチュエータ（１３）は、前記温度において相が変化
し、このような相変化に伴い体積が変化する物質で満たされ、前記アクチュエータはロッ
ド（１２）を介して前記選択制御子（３７）に接続されたピストン（１６）を含む、請求
項３に記載の小火器。
【請求項５】
　レシーバ（２）と、ローダ（３）と、薬室を有する銃身（４）と、後退位置と前進位置
との間で前記銃身（４）の方向に摺動可能であり、撃針（１０）と前記撃針（１０）を作
動させることができる撃発機構とを備えたスライド（７）であって、前記前進位置で弾薬
筒が前記薬室に装填されてロックされるスライド（７）と、引き金（５）であって、前記
引き金（５）が作動されるまでは前記撃発機構を作動可能位置に保持し、前記引き金（５
）が押されたときに前記撃発機構を解放するためのキャッチ（２８）を備えた引き金（５
）と、前記引き金（５）が解放されるまでは前記撃発機構（１０）を作動可能位置に制止
する単射キャッチ（３２）と、半自動発砲モードにおいて前記単射キャッチ（３２）を作
動させ、自動発砲モードにおいてこのキャッチ（３２）を作動させないための自動発砲モ
ードまたは半自動発砲モード用のセレクタ（６）と、を備える小火器であって、前記小火
器（１）は、スライドキャッチ（３６）と選択制御子（３７）とを備え、前記スライドキ
ャッチ（３６）と前記撃発機構との間に設けられた同期機構（４３）を有し、前記選択制
御子（３７）の位置に応じて、クローズドボルト発砲の場合は前記スライドキャッチ（３
２）を前記スライド（７）から外れた位置に制止し、オープンボルト発砲の場合は前記ス
ライドキャッチ（３６）を解放して、このスライドキャッチ（３６）が前記スライド（７
）の移動を停止させて後退位置に制止できるようにする小火器。
【請求項６】
　前記撃発機構は撃鉄（２４）を備え、前記撃鉄（２４）は、前記スライド（７）の前記
後退によって作動可能状態に置かれるスプリング（２６）の推進力によって前記撃針を作
動させるために軸（２５）の周囲を枢動し、前記引き金は、前記引き金（５）が作動され
るまでは前記撃鉄（２４）を作動可能位置に保持し、前記引き金（５）が押されたときに
前記撃鉄（２４）を解放するための撃鉄キャッチ（２８）を備え、前記同期機構は前記ス
ライドキャッチ（３６）と前記撃鉄（２４）との間に配置される、請求項２乃至５の何れ
か１項に記載の小火器。
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【請求項７】
　前記同期機構（４３）は、半自動モードラチェット（４７）を備え、前記半自動モード
ラチェット（４７）は、伝動機構によって前記スライドキャッチ（３６）に連結され、オ
ープンボルト発砲モードにおいては、前記引き金（５）の操作によって前記スライドキャ
ッチ（３６）を外せるように前記引き金（５）の一端に載り、半自動発砲モードにおいて
は、前記半自動モードラチェット（４７）は、前記スライド（７）の前記後退中に前記撃
鉄（２４）と連動して前記ラチェット（４７）を前記引き金（５）から外すことができ、
これにより前記スライドキャッチ（３６）が解放されて前記スライド（７）の前記移動を
停止させ、キャッチスプリング（３９）の影響下で前記スライド（７）を後退位置に制止
することができる、請求項２乃至６の何れか１項に記載の小火器。
【請求項８】
　前記同期機構（４３）の前記伝動機構は、前記レシーバ（２）に取り付けられた軸（４
１）の周囲を枢動可能な制御レバー（４４）を備え、前記制御レバー（４４）は前記キャ
ッチスプリング（３９）を備え、前記制御レバー（４４）の一端は、前記レシーバ（２）
の枢軸（３８）に取り付けられた前記スライドキャッチ（３６）の一端に関着され、前記
レバー（４４）の他端は、前記半自動ラチェット（４７）を支持する回転軸（４６）を備
え、前記半自動ラチェット（４７）は、オープンボルト発砲モードにおいては、前記キャ
ッチスプリング（３９）および前記ラチェット（４７）のリリーススプリング（４９）の
影響下で前記引き金（５）に載る、請求項７に記載の小火器。
【請求項９】
　前記半自動ラチェット（４７）は、前記単射キャッチ（３２）を介して前記撃鉄（２４
）と連動可能である、請求項７または８に記載の小火器。
【請求項１０】
　前記半自動ラチェット（４７）は突耳（５０）を備え、前記突耳（５０）は、前記ラチ
ェット（４７）が前記引き金（５）に載っているときは、前記単射キャッチ（３２）の回
転経路に位置し、前記スライド（７）は前記スライドの保持爪（５１）を備え、前記保持
爪（５１）は、前記スライド（７）の後退時に、前記半自動ラチェット（４７）を前記引
き金（５）から外すために、前記単射キャッチ（３２）を作動させる方向に前記撃鉄（２
４）を十分に枢動させる、請求項７乃至９の何れか１項に記載の小火器。
【請求項１１】
　前記同期機構（４３）は自動モードラチェット（４８）を備え、前記自動モードラチェ
ット（４８）は、伝動機構によって前記スライドキャッチ（３６）に連結され、半自動発
砲モードにおいてはリリーススプリング（４９）によって前記引き金（５）から外れた状
態に保持され、自動発砲モードにおいては前記引き金（５）の操作によって前記スライド
キャッチ（３６）を外せるように自動発砲モードにおける前記発砲セレクタ（６）の動作
によって前記引き金（５）の一端に載る、請求項２乃至１０の何れか１項に記載の小火器
。
【請求項１２】
　前記伝動機構は前記半自動モードラチェット（４７）および前記自動モードラチェット
（４８）に対して同一であり、これらの２つのラチェット（４７、４８）は、前記伝動機
構の前記制御レバー（４４）の一端に取り付けられた回転軸（４６）によって支持される
、請求項１１に記載の小火器。
【請求項１３】
　前記選択制御子（３７）は、揺動子（３７）の形状に設計され、オープンボルト発砲モ
ードに対応する位置においては前記スライドキャッチ（３６）を前記スライド（７）から
外れる位置に制止し、クローズドボルト発砲モードに対応する位置においては前記スライ
ドキャッチ（３６）の移動を妨げない、請求項２乃至１２の何れか１項に記載の小火器。
【請求項１４】
　前記選択制御子（３７）は前記制御レバー（４４）の前記軸（４１）上を枢動できるよ
うに取り付けられる、請求項１３に記載の小火器。
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【請求項１５】
　前記同期機構（４３）は、前記撃鉄キャッチ（２８）の制止レバー（５２）を備え、前
記制止レバー（５２）は、前記制止レバー（５２）を前記撃鉄キャッチ（２８）の方向に
付勢するリリーススプリング（５４）を備え、前記撃鉄キャッチ（２８）は前記発砲セレ
クタ（６）によって制御され、前記発砲セレクタ（６）は、半自動発砲モードにおいては
前記撃鉄キャッチ（２８）の自由な動きを可能にするために前記制止レバー（５２）を前
記撃鉄キャッチ（２８）から外し、前記自動発砲モードにおいては前記引き金（５）が押
されたときに前記撃鉄キャッチ（２８）を制止するために前記制止レバー（５２）を解放
する、請求項２乃至１４の何れか１項に記載の小火器。
【請求項１６】
　前記撃鉄キャッチ（２８）の前記制止レバー（５２）は、前記スライドキャッチ（３６
）の前記軸（３８）の周囲を枢動可能であり、前記撃鉄キャッチ（２８）の後ろに係合可
能なフック部（５３）を備える、請求項１５に記載の小火器。
【請求項１７】
　オープンボルト発砲モードまたはクローズドボルト発砲モード用の前記選択制御子（３
７）は、クローズドボルト位置においては、前記撃鉄キャッチ（２８）の自由な動きを可
能にするために、前記撃鉄キャッチ（２８）の前記制止レバー（５２）を前記撃鉄キャッ
チ（２８）から外れた位置に制止するように設計される、請求項１５または１６に記載の
小火器。
【請求項１８】
　前記選択制御子（３７）は、前記制止レバー（５２）の歯（５７）の後ろに引っ掛かる
ことができる歯（５６）を備える、請求項１７に記載の小火器。
【請求項１９】
　前記発砲セレクタ（６）は、
－前記半自動発砲モードにおいては、
　－前記自動ラチェット（４８）が前記引き金（５）から外れ、
　－前記撃鉄キャッチ（２８）の前記制止レバー（５２）が前記撃鉄キャッチ（２８）か
ら外れ、
　－前記単射キャッチ（３２）は、前記引き金（５）が押されている限りは、回転が妨げ
られず、前記撃鉄（２４）を作動可能位置に保持することができ、
－前記自動発砲モードにおいては、
　－前記自動ラチェット（４８）は前記引き金（５）に載り、
　－前記撃鉄キャッチ（２８）の前記制止レバー（５２）は、前記引き金（５）が押され
たときに前記撃鉄キャッチ（２８）を制止でき、
　－前記単射キャッチ（３２）は回転が妨げられて前記撃鉄（２４）を作動可能位置に保
持できない、
ような形状を有する、請求項１５または１６に記載の小火器。
【請求項２０】
　前記選択制御子は、
－前記クローズドボルトからの前記発砲モードにおいては、
　－前記スライドキャッチ（３６）は前記スライド（７）から外れた位置に制止され、
　－前記制止レバー（５２）は、前記撃鉄キャッチ（２８）の自由な動きを可能にするた
めに、前記撃鉄キャッチ（２８）から外れ、
－前記オープンボルトからの前記発砲モードにおいては、
　－前記選択制御子（３７）は前記スライドキャッチ（３６）の前記動きを妨げず、
　－前記選択制御子（３７）は、前記引き金（５）が押されたときに前記撃鉄キャッチ（
２８）を制止できるように前記制止レバー（５２）の前記動きを妨げない、
ように設計される、請求項１５乃至１９に記載の小火器。
【請求項２１】
　前記小火器は、リリーススプリング（６０）を備えた傾斜可能な閉鎖キャッチ（５８）
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を備え、前記閉鎖キャッチ（５８）は、前記スライド（７）が前記スライド（７）の前記
閉鎖運動の前記終点に達していない限り、前記撃鉄（２４）を作動可能位置に制止できる
、
請求項１乃至２０の何れか１項に記載の小火器。
【請求項２２】
　請求項１乃至２１の何れか１項に記載の小火器（１）に適用可能な発砲機構。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動小火器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　小口径の自動小火器の場合、指定された用途に応じて２種類の機構が存在する。具体的
には、以下のとおりである。
【０００３】
　－クローズドボルトからの発砲機構。この特徴は、（引き金に圧力をかけることによっ
て引き起こされる）発砲前に弾薬筒が薬室内に存在し、作動グループは発砲準備の整った
位置にあり、引き金に圧力をかけるだけで発砲機構が解放されて弾薬を撃発させる点であ
る。
【０００４】
　－オープンボルト機構。この特徴は、（この場合も引き金に圧力をかけることによって
引き起こされる）発砲開始前に弾薬筒が薬室内に存在せず、作動グループは後退位置に保
持され、引き金に圧力がかかったときに解放される点である。この機構は、次に弾薬筒を
薬室に挿入しロックしてから、発砲機構を解放し、弾薬を撃発させる必要がある。
【０００５】
　クローズドボルト方式による発砲のための設計は、主にライフル銃向けに使用される。
その理由は、小火器がより高精度になり、第１弾での命中率が高く、環境（砂および塵埃
、泥）から汚染されにくいからである。
【０００６】
　この設計の主な欠点は、所与の時間内に発砲できる弾薬筒の数が限られることである（
発砲条件）。その理由は、一定数の弾薬筒を発砲すると、薬室および銃身がかなり熱くな
り、弾薬筒を薬室内に装填したまま発砲を停止すると、自己発火点まで過熱しうるからで
ある。
【０００７】
　この弾薬筒内の発射火薬の自己発火は、一般にコックオフと呼ばれている。
【０００８】
　この主要な欠点に対応するため、現在ではオープンボルト式発砲用設計が使用されてい
る。この特徴は、発砲前、作動グループ全体が後退位置に保持され、弾薬が薬室内に存在
しない点である。
【０００９】
　引き金に圧力がかかると、作動グループが解放され、弾薬筒が薬室に送り込まれ、その
後に機構の前進の最後に弾薬筒が撃発される。
【００１０】
　このオープンボルト式作動原理は、機関銃に通常使用され、弾薬の自己発火の危険性な
しに大量の弾薬の発砲を可能にする。
【００１１】
　この設計の不具合点は、クローズドボルト位置からの発砲に比べ、小火器の精度が低い
点と、発砲の停止時に機構が後退位置にあり、薬室が開放されているため、岩屑、塵埃、
または他の環境汚染からの汚染にさらされ、耐付着物性が低い点である。
【００１２】



(6) JP 2010-101616 A 2010.5.6

10

20

30

40

50

　これらの欠陥を埋め合わせるように設計された小火器も存在する。このような小火器と
して、主に、クローズドボルト位置からの半自動発砲およびオープンボルト位置からの自
動発砲を行うＦＧ－４２自動小銃およびジョンソン機関銃が挙げられる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　上記の小火器はこの問題に対する解決策としては不十分である。その理由は、半自動発
砲モードにおいては自己発火の危険性が依然として存在し、自動発砲モードで使用した場
合、これらの小火器は依然として精度が低く、環境汚染にさらされるからである。
【００１４】
　従って、本発明の目的は、上記の不具合点を回避する自動小火器を提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明による自動小火器は、自動発砲モードおよび半自動発砲モードの両方を使用でき
るように発砲モードセレクタを有し、自動発砲モードおよび半自動発砲モードの両方にお
いてクローズドボルト発砲モードまたはオープンボルト発砲モードでの作動を可能にする
選択制御子を有する発砲機構を備えることによって特徴付けられる。
【００１６】
　半自動または自動発砲モードの選択は、使用者が簡単に操作できるセレクタを用いて行
う。
【００１７】
　クローズドボルト発砲モードまたはオープンボルト発砲モードの選択は、銃身に接続さ
れた熱アクチュエータを用いて行われることが好ましい。
【００１８】
　このアクチュエータは、銃身からの熱によって作動され、弾薬筒が薬室内に長時間留ま
ると弾薬筒が自己発火する危険がある臨界温度レベルに銃身が達する前に、機構をクロー
ズドボルトモードからオープンボルトモードに切り替える。
【００１９】
　この方法により、銃身の温度が低いときには小火器の精度および信頼性を高めることが
でき、さらには弾薬筒の自己発火（コックオフ）の危険を伴わずに大量の弾薬の発砲が可
能になる。
【００２０】
　本発明は、以下を含む自動小火器に関する。すなわち、
　－銃身に接続された熱アクチュエータ、
　－熱アクチュエータの動きを制御ロッドに伝達する機構、
　－制御ロッド、
　－撃鉄と、スライドキャッチと呼ばれるキャッチと、これら２つの部品を同期させる要
素とを含む発砲機構。
【００２１】
　本発明は、本発明に基づき小火器に適用可能な発砲機構にさらに関する。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明による自動小火器によれば自動発砲モードおよび半自動発砲モードの両方を使用
でき、自動発砲モードおよび半自動発砲モードの両方においてクローズドボルト発砲モー
ドまたはオープンボルト発砲モードでの操作が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明による自動小火器の側面図である。
【図２】図１のＦ２部分の拡大図である。
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【図３】図１の小火器の分解斜視図である。
【図４】図３のＦ４部分の発砲機構の分解図である。
【図５】図１の小火器のメカニカルアセンブリの、金属板およびフレームを除いた、左側
面図である。
【図６】図５と同様の、右側面図である。
【図７】オープンボルト半自動発砲モードでの静止状態における図６のＦ７部分の拡大図
である。
【図８】オープンボルト半自動発砲モードでの静止状態における図５のＦ８部分の拡大図
である。
【図９】オープンボルト半自動発砲モードでの静止状態における図６のＦ９部分の拡大図
である。
【図１０】図２のＦ１０部分の、一部の部品を取り外した状態の、拡大図である。
【図１１】発砲中の一瞬間における、図８と同様の図である。
【図１２】発砲中の別の瞬間における、図８と同様の図である。
【図１３】発砲中のさらに別の瞬間における、図８と同様の図である。
【図１４】発砲中のさらに別の瞬間における、図８と同様の図である。
【図１５】オープンボルト自動発砲モードでの停止状態における、図８と同様の図である
。
【図１６】オープンボルト自動発砲モードでの停止状態における、図１０と同様の図であ
る。
【図１７】オープンボルト自動発砲モードでの停止状態における、図１１と同様の図であ
る。
【図１８】クローズドボルト半自動発砲モードでの停止状態における、図８と同様の側面
図である。
【図１９】クローズドボルト半自動発砲モードでの停止状態における、図９と同様の側面
図である。
【図２０】発砲の一瞬間における、図１８と同様の図である。
【図２１】発砲の別の瞬間における、図１８と同様の図である。
【図２２】発砲のさらに別の瞬間における、図１８と同様の図である。
【図２３】クローズドボルト自動発砲モードでの停止状態における、図８と同様の図であ
る。
【図２４】同じ図であるが、弾丸を発射するときの図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　明確にするために、本発明による自動小火器の実施形態を、添付図面を参照しながら、
例示を目的とした非限定的な例として以下に説明する。
【００２５】
　本発明による小火器１は、レシーバ２と、弾薬ローダ３と、銃身４と、引き金５と、使
用者が自動発砲モード（Ａで示す）、または半自動発砲モード、すなわち単射モード（１
で示す）、または安全モード（Ｓで示す）の間で容易に操作できる３つの位置を有する発
砲セレクタ６とを備える。
【００２６】
　小火器１は、スライド７をさらに備える。スライド７は、ローダ３の弾薬筒のうちの１
つを銃身４の銃身延長部４’内にある薬室に装填できるように、後退位置と前進位置との
間で銃身４の軸方向に摺動可能にレシーバに取り付けられる。
【００２７】
　スライド７は、スライド７を銃身４の方向に押すリコイルスプリング８を備える。
【００２８】
　スライド７は、薬室内の弾薬筒をスライド７の前進位置にロック可能にするためのボル
ト９と、スライド７を横切ってスライド７の背部に突き出る撃針１０と、撃針１０を始動
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させる撃発機構とを備える。
【００２９】
　発砲セレクタ６および引き金５は、図４の分解図に示す発砲機構１１の一部であり、発
砲機構１１は伝動システム１２によって熱アクチュエータ１３に連結されている。熱アク
チュエータ１３は、図５および図６に示すように、接続リング１４によって銃身４に機械
的に接続され、銃身４の温度が所定の温度に達するかまたは超えると「クローズドボルト
」モードから「オープンボルト」モードに機能を切り替え、銃身の温度が所定の温度未満
になるとオープンボルトからクローズドボルトへと逆の切り替えを制御する。
【００３０】
　熱アクチュエータ１３は、相変化物質を有するアクチュエータであり、図７に示すよう
に、シリンダ１５と、シリンダ１５の内部で室１７を画定するピストン１６とを含む。室
１７は、上記の所定温度に達したときに相変化を起こし、この相変化に伴い体積が１０％
から２０％とかなり変化する材料で満たされる。この相変化は、例えば、固体状態から液
体状態への変化であり、この相変化による膨張によりピストン１６が図７の矢印Ａの方向
に移動する。
【００３１】
　このピストン１６の位置は、伝動システム１２を介して発砲機構１１に伝達される。伝
動システム１２は、プッシュロッド１８と、軸２０上で枢動可能な揺動子１９と、制御ロ
ッド２２によって発砲機構１１に接続されるプッシュロッド２１とを含む。
【００３２】
　熱アクチュエータの室１７内の材料が液体状態から固体状態に変化すると、この液体状
態から固体状態への変化に伴い体積がかなり収縮するため、ピストン１６はリリーススプ
リング２３によって熱アクチュエータ１３のシリンダ１５に押し込まれる。
【００３３】
　発砲機構１１は、撃鉄２４を含む。撃鉄２４は、発砲装置の一部であり、スプリング２
６の影響下で撃針１０を叩くためにレシーバ２の軸２５の周囲を枢動可能である。スプリ
ング２６は、スライド７の後退によって作動可能になり、引き金５が押されて枢軸２７の
周囲を枢動し、撃鉄キャッチ２８を作動させると解放される。
【００３４】
　発砲機構１１は、図８および図９により詳細に示されている。これらの図は、発砲セレ
クタ６が半自動発砲モードになっている静止位置の小火器を示す。
【００３５】
　これらの図は、引き金５が撃鉄キャッチ２８を備えることを示す。撃鉄キャッチ２８は
、引き金５が押されていないときは撃鉄２４を作動可能位置に保持し、引き金が押された
ときに撃鉄２４を解放するように枢軸２７によって支持される。
【００３６】
　このため、撃鉄２４は、撃鉄キャッチ２８の前面３０に嵌まる肩部２９を備える。撃鉄
キャッチ２８は、その前面３０を肩部２９の前に保持するリリーススプリング３１を備え
る。
【００３７】
　引き金５は、弾丸の発射後、引き金５が解放されるまで撃鉄３１を作動可能位置に制止
する単射キャッチ３２をさらに備える。
【００３８】
　この単射キャッチ３２は、引き金の枢軸２７によって支持され、リリーススプリング３
３によって上昇位置に保持される。キャッチ３２は、フック部３４を備える。このフック
部３４は、撃鉄２４側の別のフック部３５と連係できる。
【００３９】
　発砲モードセレクタ６は、自動モードまたは半自動モードの選択を可能にし、半自動モ
ードにおいては単射キャッチ３２を作動させ、自動発砲モードにおいてはこのキャッチ３
２を作動させないように設計される。このため、セレクタ６の軸の外形は、自動モードに
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おいては、キャッチ３２の回転運動を発砲セレクタ６によって制止することによって、撃
鉄３２のフック部３５がキャッチ３２のフック部３４にロックされないようにする一方、
半自動モードにおいては、単射キャッチ３２の回転を阻止せず、引き金が押されたときに
単射キャッチ３２が枢動してキャッチ３２のフック部３４および撃鉄２４のフック部３５
を介して撃鉄２４を作動可能位置にロック可能にするようになっている。
【００４０】
　発砲機構１１は、スライドキャッチ３６と選択制御子３７とをさらに含む。選択制御子
３７は制御ロッド２２を介して熱アクチュエータ１３によって制御され、この制御子３７
の位置に応じて、スライドキャッチ３６をスライド７から外れた位置に制止してクローズ
ドボルト位置から弾丸を発射できるようにすることも、あるいはスライドキャッチ３６を
解放してオープンボルト位置から弾丸を発射できるようにすることもできる。図８に示す
ように、このスライドキャッチ３６がロックされると、スライド７の移動が後退位置で制
止される。
【００４１】
　スライドキャッチ３６は、レシーバ２に取り付けられた軸３８の周囲を枢動する解放端
を有するＬ字形の部品である。
【００４２】
　制御レバー４４に接続されたキャッチスプリング３９は、スライドキャッチの上部がス
ライド７の後部に設けられた凹部４０に入ることができるように、スライドキャッチ３６
を上昇位置に保持する。
【００４３】
　選択制御子３７は、レシーバ２に取り付けられた軸４１の周囲を枢動する揺動子として
設計される。
【００４４】
　クローズドボルト発砲モードにおいて、この揺動子３７は、図１８に示すようにスライ
ドキャッチ３６の突起４２を圧迫することによってスライド７から外れる位置にスライド
キャッチ３６を制止できる一方、オープンボルト発砲位置では、図８に示すように、揺動
子３７はスライドキャッチ３６の動きを阻止できない。
【００４５】
　同期機構４３は、撃鉄２４とスライドキャッチ３６との間に配置され、図示の例では、
単射キャッチ３２とスライドキャッチ３６との間に配置される。
【００４６】
　この同期機構は、制御レバー４４を含む。制御レバー４４は、軸４１の周囲を枢動でき
、キャッチスプリング３９を備える。
【００４７】
　制御レバー４４の一端は、ヒンジ４５によってスライドキャッチ３６の一端に連結され
る。
【００４８】
　制御レバー４４の他端は、半自動モード用ラチェット４７と自動モード用ラチェット４
８の２つのラチェットを支持する回転軸４６を備える。
【００４９】
　スプリング４９は、半自動ラチェット４７を引き金の方向に枢動させ、自動ラチェット
４８の上端を発砲セレクタ６に接触させて自動ラチェット４８を制止する。スプリング４
９の形状は、半自動モードにおいては、図１０に示すように、ラチェット４８の底部を引
き金５から外し、自動モードにおいては、図１６に示すように、この底部を引き金５の後
端に載せるようになっている。
【００５０】
　半自動ラチェット４７は、突耳５０を備える。ラチェット４７が引き金５を押すと、ス
ライドの保持爪５１によって引き起こされた撃鉄２４の移動によって引き下げられた単射
キャッチ３２の回転経路に突耳５０が配置される。スライドの保持爪５１は、スライド７



(10) JP 2010-101616 A 2010.5.6

10

20

30

40

50

が後方に移動するとき、単射キャッチ３２を介して半自動ラチェット４７を引き金５から
解放するに十分なだけ撃鉄２４を後方に移動させる。
【００５１】
　同期機構４３は、撃鉄キャッチ２８の制止レバー５２を含む。制止レバー５２は、軸３
８上で回転するように取り付けられ、フック部５３をさらに設けて設計される。
【００５２】
　リリーススプリング５４は制止レバー５２を撃鉄キャッチ２８の方向に圧迫し、制止レ
バー５２の突起５５を発砲セレクタ６に接触させて制止レバー５２を保持する。
【００５３】
　制止レバー５２は、発砲セレクタ６によって制御される。発砲セレクタ６は、半自動発
砲位置においては、制止レバー５２を撃鉄キャッチ２８から外れた位置に停止させ、自動
発砲位置においては、制止レバー５２を解放するため、引き金が押されたときにスプリン
グ５４の影響下で制止レバー５２は撃鉄キャッチ２８の後端に引っ掛かる。
【００５４】
　オープン／クローズドボルトモード用の選択制御子３７は、半径方向に設けられた歯５
６を備える。歯５６は、制止レバー５２を撃鉄キャッチ２８から解放するために、制止レ
バー５２の歯５７に後ろから嵌入できる。
【００５５】
　スプリング６０の影響下で、跳ね上げおよび閉鎖キャッチ５８は、撃鉄２４のストップ
５９に対する影響によって撃鉄２４を作動可能位置に制止する。
【００５６】
　この閉鎖キャッチ５８は、スライド７がその閉鎖運動の終点に達するまでは撃鉄２４の
ロック位置に保持され、スライド７の後端に配置されたエンドストップ６１への接続によ
って解放される。
【００５７】
　本小火器の動作および使用方法は、自動または半自動モードの選択によって、および銃
身４の温度に基づき熱アクチュエータ１３によって制御されるオープンまたはクローズド
ボルトモードの選択制御子の位置によって変わる。
【００５８】
　次の４種類の操作モードが存在する。
　－オープンボルトからの発砲／半自動発砲モード、
　－オープンボルトからの発砲／自動発砲モード、
　－クローズドボルトからの発砲／半自動発砲モード、
　－クローズドボルトからの発砲／自動発砲モード。
【００５９】
　これらの操作モードのそれぞれの動作について、以下に説明する。
【００６０】
　「オープンボルトからの発砲」、半自動発砲モード
【００６１】
　静止位置が図８、図９、および図１０に示されている。
【００６２】
　この発砲モードの特徴は、発砲セレクタ６が間欠モードに位置付けられ、制御ロッド２
２が小火器の前方側に配置される点である。
【００６３】
　熱アクチュエータ１３が相変化温度を超える温度に達すると、ピストン１６の突出によ
って制御ロッド２２の位置が決まる。
【００６４】
　矢印Ｂによって示されている制御ロッド２２の前進により、揺動子３７が枢動するため
、制止レバー５２が解放される。制止レバー５２の位置は突起５５への発砲セレクタ６の
衝突とスプリング５４とによって決まるため、制止レバー５２は撃鉄キャッチ２８をブロ
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ックできない。
【００６５】
　矢印Ｂによって示されている制御ロッド２２の前進により、揺動子３７が枢動するため
、スライドキャッチ３６もその下降位置から解放される。
【００６６】
　半自動ラチェット４７は、スプリング４９の影響下で引き金５に載り、自動ラチェット
は、発砲セレクタ６内の隙間とスプリング４９との影響下で、引き金５から解放される。
【００６７】
　スライド７は、スライドキャッチ３６によって後退位置に保持され、撃鉄２４はこの時
点ではスライド７によって作動可能位置に保持される。
【００６８】
　図１１に矢印Ｃで示されているように、引き金５に圧力がかかると、引き金の前面３０
が撃鉄２４の肩部２９から外れ、撃鉄２４がスライド７にかかる。
【００６９】
　同時に、引き金５の後部が半自動モードのラチェット４７を持ち上げる。このラチェッ
ト４７は、軸４１を中心に制御レバー４４を傾ける。この傾斜運動により、矢印Ｄで示さ
れているように、スライドキャッチ３６が下降する。この結果、スライド７が解放される
ので、スライド７は、リコイルスプリング８の荷重により前方（矢印Ｅ）に移動する。
【００７０】
　スライド７の前進Ｅ中、スライド７に収容されているボルト９はローダから弾薬筒を取
り出し、銃身４の銃身延長部４’内の薬室に配置する。この同じ前進Ｅ中に、撃鉄２４が
閉鎖キャッチ５８に接続される。
【００７１】
　その前進Ｅを継続しながら、スライド７は、銃身４の銃身延長部４’内でボルト９を回
転させ、次に前進Ｅの最終段階で、図１２に示すようにスライド７の後部のエンドストッ
プ６１に閉鎖キャッチ５７が接触するときに閉鎖キャッチ５７を枢動させる。これにより
、撃鉄２４が解放され、これによって撃鉄２４がスプリング２６の影響下で矢印Ｆの方向
に跳ね上がるため、薬室内に配置されている弾薬筒を撃発させることができる。
【００７２】
　ガスポートにおけるガス取り出しの影響により、スライド７は推進力を受けて後退し、
これにより撃鉄２４が軸２５を中心として矢印Ｆの反対方向へ枢動する。
【００７３】
　図１３の説明図によると、スライドの保持爪５１が撃鉄２４に接続されると、この保持
爪５１は撃鉄２４を低位置に引き下げるので、撃鉄２４は単射キャッチ３２に突き当たる
。これにより、単射キャッチ３２は、突耳５０に接続されるときに、半自動ラチェット４
７を枢動させる。
【００７４】
　枢動によりこのラチェット４７は引き金５から外れるため、制御レバー４４が解放され
る。キャッチスプリング３９の推進力により制御レバー４４はその軸の周囲を枢動し、ス
ライドキャッチ３９を矢印Ｄ’によって示されている方向に動かす。
【００７５】
　スライド７がレシーバ２内でその路程の終点に達してスライドキャッチ３６のレベルに
戻ると、キャッチ３６によって停止される。
【００７６】
　次に、撃鉄２４が単射キャッチ３２によって低位置に保持される。単射キャッチ３２の
フック部３４は、射手が引き金５に対する圧力を緩めるまで、図１４に示すように、撃鉄
２４のフック部３５の後ろに引っ掛かっている。射手が引き金５を解放すると、単射キャ
ッチ３２が撃鉄２４から外れるので、撃鉄２４はスライド７に接触することによって作動
可能位置に保持される。
【００７７】
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　射手が引き金５を解放すると、ラチェット４７はスプリング４９の推進力により引き金
５上の位置に戻る。
【００７８】
　「オープンボルトからの発砲」、自動発砲モード
【００７９】
　この発砲モードの特徴は、発砲セレクタ６が自動モードに位置付けられ、制御ロッド２
２が小火器の前方側に配置される点である。
【００８０】
　静止位置が図１５および図１６に示されている。
【００８１】
　熱アクチュエータ１３が相変化温度を超える温度に達すると、ピストン１６の突出Ａに
よって制御ロッド２２の位置が決まる。
【００８２】
　制御ロッド２２は、揺動子３７をＢによって示されている方向に導く。これにより、ス
ライドキャッチ３６の上昇Ｄ’が可能になり、さらに制止レバー５２が解放される。
【００８３】
　制止レバー５２は、発砲セレクタ６の軸によって撃鉄キャッチ２８から外されなくなる
ので、制止レバー５２はスプリング５４の推進力によりその軸３８上で傾くことができる
。従って、引き金５が押されると、制止レバー５２は撃鉄キャッチ２８に近付き、前面５
３に対する作用によって撃鉄キャッチ２８を制止する。
【００８４】
　静止位置においては、図１６に示すように、半自動モードラチェット４７は、スプリン
グ４９の影響下で引き金５に載っており、自動ラチェット４８も、発砲セレクタ６の軸上
の支持を介して、引き金５に載っている。
【００８５】
　スライド７は、スライドキャッチ３６によって後退位置に保持され、撃鉄２４は、スラ
イド７との接触によって、作動可能位置に保持される。
【００８６】
　図１７に示すように引き金５に圧力Ｃがかかると、引き金５の後部によって自動モード
ラチェット４８が持ち上げられ、制御レバー４４を軸４１を中心に傾ける。この傾斜運動
によりスライドキャッチ３６がＤの方向に下降する。この結果、スライド７が外れ、次に
リコイルスプリング８の推進力により方向Ｅに前進する。
【００８７】
　引き金にかけられた圧力Ｃにより、キャッチの前面３０が撃鉄の肩部２９から離れるの
で、撃鉄２４はスライド７に押し当てられ、その後にスライド７が前方に十分に移動する
と、撃鉄２４のストップ５９が閉鎖キャッチ５８に接触する。
【００８８】
　圧力Ｃが引き金にかかると、レバー５２が動き、そのフック部５３によって撃鉄キャッ
チ２８を退去位置に制止するので、引き金５が解放された場合でも撃鉄２４は下降可能で
ある。
【００８９】
　引き金５が解放されると、発砲は、スライド７を後退位置に制止するスライドキャッチ
３６の動きによってのみ停止される。
【００９０】
　半自動モードでの作動を防ぐために、圧力が引き金５にかかったときに、単射キャッチ
３２の動きが妨げられる。これは、単射キャッチ３２が発砲セレクタ６に突き当たるから
である。
【００９１】
　スライド７に収容されているボルト９は、弾薬筒をローダ３から取り出して薬室に入れ
る。スライド７はボルト９を銃身４の銃身延長部４’内で回転させ、次に移動の最終段階
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で、閉鎖キャッチ５８を枢動させる。これにより撃鉄が解放されて弾薬筒を撃発させるこ
とができる。
【００９２】
　ガスポートのレベルにおけるガス取り出しの影響により、スライド７は推進力を受けて
後退し、これによって撃鉄２４が軸２５の周囲を枢動する。スライドの保持爪５１が撃鉄
２４に接続されると、この保持爪５１は撃鉄２４を低位置に枢動させる。
【００９３】
　自動ラチェット４８が発砲セレクタ６の軸への接触によって引き金５に載っているので
、制御レバー４４はその軸４１の周囲を枢動できないため、引き金５に圧力がかかってい
る限り、スライドキャッチ３６を後退位置に保持する。
【００９４】
　スライド７がレシーバ２内でその路程の終点に達し、スライドキャッチ３６のレベルに
戻ったとき、スライド７はこのスライドキャッチ３６によって停止されず、射手が引き金
５に対する圧力を緩めるまで小火器は発砲し続ける。
【００９５】
　「クローズドボルトからの発砲」、半自動発砲モード
【００９６】
　この発砲モードの特徴は、発砲セレクタ６が間欠モード「１」に位置付けられ、制御ロ
ッドが小火器１の後部側の位置Ｂ’に配置される点である。静止位置が図１８および図１
９に示されている。
【００９７】
　制御ロッド２２の位置Ｂ’は、熱アクチュエータ１３が相変化温度未満の温度に達した
ときにピストン１６を後退させるスプリング２３の圧力によって決まる。
【００９８】
　このスプリング２３は、プッシュロッド２１を介して、制御ロッド２２を後方に移動さ
せる。
【００９９】
　制御ロッド２２はその後退位置Ｂ’において、揺動子３７を解放するため、揺動子３７
がスライドキャッチ３６の突起４２を押す。突起４２に対する揺動子３７の作用によって
、スライドキャッチ３６は制止される。スライドキャッチ３６がＤ方向に枢動することに
より、スライドキャッチ３６の上昇が防止され、同時に半自動ラチェット４７および自動
ラチェット４８が引き金５から解放される。
【０１００】
　揺動子３７の歯５６がレバー５２の歯５７の後ろに挿入されることによって、レバー５
２は揺動子３７により撃鉄キャッチ２６から外れた状態で保持されるため、撃鉄キャッチ
２８を制止することができない。
【０１０１】
　静止位置において、スライド７は、リコイルスプリング８の影響により、前方位置に配
置され、撃鉄２４は、撃鉄２４の肩部２９が撃鉄キャッチ２８の前面３０に接触すること
によって、撃鉄キャッチ２８によって作動可能位置に保持される。閉鎖キャッチ５８は、
同時に、スライド７のエンドストップにより、撃鉄のストップ５９から外れる。
【０１０２】
　図２０に示されているように圧力Ｃが引き金５にかかると、撃鉄キャッチ２８が外れて
撃鉄２４を解放する。これにより、撃針１０に対する衝撃によって弾薬筒の撃発Ｆが可能
になる。
【０１０３】
　単射キャッチ３２は、スプリング３３の推進力によって高位置に置かれる。
【０１０４】
　ガスポートのレベルにおけるガス取り出しの影響により、スライド７は、図２１に示す
ようにスライド７を後退Ｅ’させる推進力を受ける。スライド７の後退Ｅ’により、撃鉄
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２４が軸２５の周囲を枢動し、撃鉄スプリング２６を圧縮する。
【０１０５】
　スライドの保持爪５１が撃鉄２４に接続されると、この保持爪５１は撃鉄２４を低位置
に枢動させて、撃鉄２４のフック部３５を単射キャッチ３２のフック部３４の下に入れる
。
【０１０６】
　スライド７がレシーバ内でその路程の終点に達すると、次の弾薬筒を送り込み、次に図
２２に示すようにリコイルスプリング８の効果により前方位置で停止する。
【０１０７】
　次に、撃鉄２４は、射手が引き金５に対する圧力を緩めるまで、単射キャッチ３２によ
って低位置の所定位置に保持される。射手が引き金５に対する圧力を緩めると、単射キャ
ッチ３２が撃鉄２４から外れるため、撃鉄キャッチ２８の前面３０が撃鉄２４の肩部２９
に当たることによって、撃鉄２４は作動可能位置に保持される。
【０１０８】
　「クローズドボルトからの発砲」、自動発砲モード
【０１０９】
　この発砲モードの特徴は、発砲セレクタ６が自動モードに位置付けられ、制御ロッド２
２が小火器１の後部側の位置Ｂ’に配置される点である。静止位置が図２３に示されてい
る。
【０１１０】
　制御ロッド２２の位置Ｂ’は、熱アクチュエータ１３が相変化温度未満の温度に達した
ときにピストン１６を後退させるスプリング２３の圧力によって決まる。
【０１１１】
　このスプリング２３は、プッシュロッド２１を介して、制御ロッド２２を後方に移動さ
せる。
【０１１２】
　制御ロッド２２は、その後退位置Ｂ’において揺動子３７を解放するため、揺動子３７
は、スプリング３９の影響下でスライドキャッチ３６を圧迫し、スライドキャッチ３６を
低位置に保持する。
【０１１３】
　この揺動子３７はスライドキャッチ３６の上昇を防止し、制御レバー４４を介して、半
自動ラチェット４７および自動ラチェット４８を引き金５から解放する。
【０１１４】
　揺動子３７の歯５６が制止レバー５２の歯５７の後ろに挿入されることによって、揺動
子３７により制止レバー５２が撃鉄キャッチ２８から外れた状態で保持されるため、制止
レバー５２は撃鉄キャッチ２８を制止することができない。
【０１１５】
　スライド７は、リコイルスプリング８の影響下で前方の静止位置に位置付けられ、閉鎖
キャッチ５８をストップ５９から外れた位置に保持する。
【０１１６】
　撃鉄２４は、撃鉄キャッチ２８によって作動可能位置に保持される。
【０１１７】
　図２４に示すように圧力Ｃが引き金５にかかると、撃鉄キャッチ２８が外れ、撃鉄２４
を解放する。これにより、弾薬筒の撃発が可能になる。
【０１１８】
　単射キャッチ３２は、発砲セレクタ６への接続によって、高位置への配置が防止される
。これにより、半自動モードでの発砲が防止される。
【０１１９】
　ガスポートにおけるガス取り出しの影響により、スライド７はスライド７を後退させる
推進力を受ける。スライド７の後退により、撃鉄２４が軸２５の周囲を枢動する。
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【０１２０】
　スライドの保持爪５１が撃鉄２４に接続されると、この保持爪５１が撃鉄２４を低位置
に枢動させる。これにより、撃鉄２４は、スライド７との接触により、作動可能位置に保
持される。
【０１２１】
　スライド７は、レシーバ内でその路程の終点に達すると、次の弾薬筒を送り込み、次に
リコイルスプリング８の影響下で前方位置で停止する。その前方位置に到達する前に、ス
ライド７は撃鉄２４を解放する。撃鉄２４は閉鎖キャッチ５８によって停止される。次に
、スライド７は、エンドストップ６１との接触により、閉鎖キャッチ５８を作動させる。
これにより、撃鉄２４が解放され、次の弾丸の発射が可能になる。
【０１２２】
　その後、射手が引き金５に対する圧力を緩めるまで、小火器は発砲を継続する。射手が
引き金５に対する圧力を緩めると、撃鉄キャッチ２８が静止位置に戻り、撃鉄２４を作動
可能位置に位置付ける。
【０１２３】
　一般に、上記の各操作モードは、発砲セレクタの軸の形状と、オープンボルトモードか
らクローズドボルトモードへの切り替え時の選択制御子３７の動作とによって可能になる
。
【０１２４】
　第１に、発砲セレクタ６の軸の形状により、以下が可能になる。
－半自動または間欠発砲モード位置においては、
　－自動モードラチェット４８が引き金５から外れ、
　－撃鉄キャッチ２８の制止レバー５２が撃鉄キャッチ２８から外れ、
　－単射キャッチ３２の回転が阻止されないため、引き金５に圧力がかかっている限り、
撃鉄２４を作動可能位置に保持できる。
－自動発砲モード位置においては、
　－自動モードラチェット４８が引き金５に載り、
　－引き金５に圧力がかかったときに、撃鉄キャッチ２８の制止レバー５２が撃鉄キャッ
チ２８を制止でき、
　－単射キャッチ３２の回転が阻止されるので、単射キャッチ３２は撃鉄２４を作動可能
位置に保持しない。
【０１２５】
　第２に、選択制御子３７により、以下が決まる。
－クローズドボルト発砲位置においては、
　－スライドキャッチ３６がスライドから外れた位置に制止され、
　－撃鉄キャッチ２８の自由な動きを可能にするために、制止レバー５２が撃鉄キャッチ
２８から外れる。
－オープンボルト発砲位置においては、
　－選択制御子３７はスライドキャッチ３６の移動を妨げず、
　－引き金５が押されたときに撃鉄キャッチ２８を制止できるように、選択制御子３７は
制止レバー５２の動きを妨げない。
【０１２６】
　一般に、本発明は、半自動および自動発砲モードで使用するために撃針１０を作動させ
る撃発機構と、スライド７と、スライド７を後退位置に引き止めるスライドキャッチ３６
を有するオープンボルトからの発砲用のキャッチ機構と、オープンボルトモードでスライ
ドキャッチ３６を作動させる機構と、このキャッチ３６の機構と撃発機構との間の同期機
構４３とを備え、これらの２つの機構間の連係により、選択制御子３７の位置に応じて小
火器をオープンボルトモードまたはクローズドボルトモードで可逆的に機能させることが
できる小火器に関する。
【０１２７】
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　本発明は上記の例に限定されるものでは決してなく、本発明の範囲内から逸脱すること
なく、本小火器および上記のプロセスに対して多数の変更をなしうることは明らかである
。
【０１２８】
　例えば、熱アクチュエータを上記とは別の種類に置き換えることも、あるいは射手がク
ローズドボルト発砲位置からオープンボルト発砲位置への切り替え、およびこの逆の切り
替えを選択できる手動制御システムを本システムに備えることによって、このようなアク
チュエータを省くことも考えられる。さらに、例えば、薬室の温度を測定し、この温度が
所与のレベルに達したときにオープンボルトモードおよびクローズドボルト間の切り替え
を駆動する電子式および機械式システムを設けることも可能である。
【０１２９】
　撃針１０を作動させる撃発機構は、必ずしも撃鉄を備える必要はなく、スプリングのみ
で作動状態にされ、キャッチによって解放される撃針を設けて設計することもできる。こ
の場合、同期機構は、撃発機構とスライドキャッチとの間に配置されることになる。
【符号の説明】
【０１３０】
　４’　銃身延長部
　５　引き金
　６　発砲セレクタ
　７　スライド
　９　ボルト
　１０　撃針
　２２　制御ロッド
　２４　撃鉄
　２５　軸
　２６　スプリング
　２７　枢軸
　２８　撃鉄キャッチ
　２９　肩部
　３０　前面
　３１　リリーススプリング
　３２　単射キャッチ
　３３　リリーススプリング
　３４　フック部
　３５　フック部
　３６　スライドキャッチ
　３７　選択制御子
　３８　枢軸
　３９　キャッチスプリング
　４０　凹部
　４１　軸
　４２　突起
　４３　同期機構
　４４　制御レバー
　４５　ヒンジ
　４６　回転軸
　４７　半自動ラチェット
　４８　自動ラチェット
　４９　リリーススプリング
　５０　突耳
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　５１　保持爪
　５２　制止レバー
　５３　フック部
　５４　リリーススプリング
　５８　跳ね上げおよび閉鎖キャッチ
　６０　リリーススプリング

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図１７】 【図１８】



(22) JP 2010-101616 A 2010.5.6

【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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